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地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を
指します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1491900112

2015年1月27日

評価機関名 株式会社　Ｒ－ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

法人名 有限会社ハピネス

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以
外のメンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期
待される内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

訪問調査日 2014年12月16日

評価確定日

事業所名 小規模多機能ホームゆりの花　南武

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みま
す。
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自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成26年12月16日

事　業　所　名

（ 238-0313

25 名

15 名

9 名

名

ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】
外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

事 業 所 番 号

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

小規模多機能ホームゆりの花　南武

登録定員

通い定員

神奈川県横須賀市武4-17-20

宿泊定員

定員　計

平成27年1月27日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

平成26年度

株式会社　Ｒ－ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8ＳＹビル2Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成23年4月1日指 定 年 月 日

有限会社ハピネス

1491900112
平成23年4月1日

 1 ～ 14

　□　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日

15 ～ 22

23 ～ 35

　■　小規模多機能型居宅介護

平成26年12月5日

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

①グループホームゆりの花・南武は、有限会社ハピネスの経営です。有限会社ハ
ピネスは認知症対応型共同生活介護及び、小規模多機能型居宅介護の運営を主要
経営としており、神奈川県下で４事業所（内１事業所：小規模多機能型居宅介
護）、東京都下で３事業所（内１事業所：同）を展開しています。事業経営の一
環として、この地にゆりの花・南武を平成23年に開設し、グループホームを併設
しています。事業所は京急線ＹＲＰ野比駅からＮＴＴ通信研究所方面行き京急バ
スに乗車、約２０分の位置にあり、丘陵住宅地として、集合住宅、戸建て住宅が
混在し一部に農地も残っています。グループホームゆりの花・南武は事業所の総
称であり、グループホーム（共同生活介護事業所）を併設しています。
②事業所の理念は「ゆっくり、一緒に、楽しむ、共に築く」という法人の理念を
共有理解すると共に、事業所の管理者の意思の下、“地域”を重視した理念と行
動目標も策定しています。理念に基づいた介護活動を支えるべく管理者は、職員
の質の向上を通じて活動の充実を図ること及び、積極的な情報発信を通じて「地
域との交流を密にすること」を推進して尽力しています。
➂職員の研修については、小規模事業所連携事業が主催する研修会他、事業所内
外の研修の機会を積極的に活用しています。研修の際には、研修費用、旅費を負
担し、手当の支給等の優遇措置を講じ、積極的に参加を促しています。更に法人
として、キャリアパス制度を確立する等、人事施策面の充実を図っています。ま
た日常的には、カンファレンス等の場に時間は短時間でも、計画に沿った研修・
指導の機会を設け研鑚しています。

隣が保育園になっており、リビングから子供が遊ぶ様子が見えたり、ベランダに出
て子供たちと会話するなど、園児とふれあう楽しみもあります。ご本人が安心して
住み慣れた家で生活できるよう、ご家族を含め、安心して無理なく今の生活が継続
できるよう毎月プラン作成を行っています。また、緊急時にも対応できるような体
制作りを行っており、特に独居の方は、ご近所、民生委員、近くの交番のおまわり
さんなどの力をかり、ご本人を支えております。一人ひとりのペースを大切にしな
がらサービス提供をしています。行事を毎月計画し、利用者様にも伝え楽しみを持
ち生活出来るよう心がけております。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目



56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 ○ 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

小規模多機能ホームゆりの花　南武

小規模多機能居宅介護

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実
践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交流
している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か
している

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

ゆりの花全体の理念はスタッフが常に心がけ実践で
きるよう玄関を入ってすぐ見える場所に掲示。ス
タッフ面談、入社時オリエンテーション、カンファ
などで理念と、理念の実践を伝えている。また、ユ
ニット理念をみんなで考え、フロアに掲示。ゆりの
花全体の理念と同様、理念にそったサービスを行っ
ている。

法人の理念を共有理解し、これを実践に結びつける
べく年に１度、事業所の理念と行動目標を策定して
全職員に徹底し、実践しています。一方管理者とし
ては、理念に基づいた介護活動を支えるべく、職員
の質の向上を通じて活動の充実を図ること及び、積
極的な情報発信を通じて「地域との交流を密にする
こと」を推進しています。

今後の継続

隣の保育園との交流(七夕、敬老会)があり、年に2回
位ホームに来て下さりお遊戯や歌を披露してくれま
す。また、近所のボランティアの方が生け花を教え
に来てくれたり、傾聴ボランティアに来てくれてい
ます。利用者様に住む地域の方々との交流も心が
け、民生委員の方との連絡、近所の方々との挨拶を
行っている。

町内会に加入し、その行事（運動会、盆踊り、バ
ザーへの出品など）に参加すると共に、併設するグ
ループホームと共同で主催する行事（夏祭り、敬老
会、餅つき大会など）に招いたり、相互の交流を
図っています。また、ボランティアの受入れ（生け
花、楽器演奏、お茶会など）も積極的です。何より
も、隣接する保育園との交流が活発で、園児が歌や
踊りの発表会の予行演習に来訪したり、お礼に手作
りマフラーをお返ししたり、また、境界のフェンス
越しに日常的な会話を楽しんだり、お互いが交流を
楽しんでいます。

今後の継続

包括支援センターが主催する、認知症防止、健
康維持、武山地域サービスなどについて知って
もらうための福祉文化祭の活動に参加してい
る。地域会議などにも参加し、サービス内容の
説明を行っている。

2か月に1回定期的に行っている。年度初めに内容、
時間、日付を大体決め、民生委員、町内会長、家族
の方々が参加しやすいようにしている。活動内容、
研修、行事など詳しく報告、行事で撮った利用者
方々の写真をファイルにして見て頂いている。意見
などあった時は次の会議でどのように検討、実施し
たか報告。

２か月に１回開催する運営推進会議は、併設するグ
ループホームと合同で、町内会長、民生委員、地域
包括支援センター職員をはじめ、ご家族、利用者本
人が出席しています。年に１回は横須賀市の担当者
も加わり、事業所の運営状況報告を行い、活発に双
方向の意見交換がなされ、事業所の運営に活かされ
ています。

今後の継続

認定調査、合同説明会の時など、わからないこ
とや、現在のサービスの実施状況など伝えたり
している。また、市の方から見学他含め数名で
研修を受けに来るなど、協力関係を築いてい
る。

小規模事業所連携事業が主催する研修会に参加し、
情報共有を図っています。また、横須賀市主催の身
体拘束、食中毒、認知症などに関する研修会にも必
ず参加して、協力関係を築くべく取り組んでいま
す。横須賀市からは、小規模多機能型居宅介護事業
所についての研修の受講を受け入れています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス
指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定
基準における禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努め
ている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援して
いる

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

市、他の主催する研修に積極的に参加してい
る。個別訪問を実施して、家族の介護疲れがな
いか、精神的に不安定になっていないか等、常
に注意を払い、行き詰っている時はアドバイス
やサービスの変更などを行い、防止に努めてい
る。

責任者などは研修に参加している。必要と思わ
れる利用者の方には、制度がある事を説明し活
用の検討をしてもらっている。

利用者、ご家族の要望に出来る限りの誠意を
持って答える。契約時説明、理解を得ている。

定期的に家族会を設けている。また、運営推進
会議での意見も含め、運営に反映している。

年１回の家族会にはご家族が出席し、意見・要望を
聞き取る場として有効に機能しています。また、運
営推進会議、来訪時の個別面談などを通じても意
見・要望を聞き取り、事業所の運営に反映していま
す。利用者とは日々の介護活動の中で、意見、要望
を汲み取っています。

今後の継続

市、他の主催する研修に積極的に参加してい
る。マニュアルを作成し、内部のスタッフ研
修、カンファレンスで徹底している。

横須賀市主催の身体拘束に関する研修に参加すると
共に、事業所内でも勉強会を開いて、職員の共通認
識を図っています。
困難な事例に直面した際も、時間をかけて職員間で
意見交換をし、玄関の鍵をかけずにすむ方法、拘束
しない方法を考え、実践しています。また、併設す
るグループホームとの行き来も自由にしています。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部
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11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、
各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の
整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めて
いる

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を
つくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等
の活動を通じて、サービスの質を向上させていく取
組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づくりに努めている

カンファレンス事前にアンケートをとり、全員
の意見、提案を聞けるよう工夫している。カン
ファレンスで提案などみんなで考え、反映して
いる。

毎月開催するカンファレンスの５日前までに、職員
全員から「次回のカンファレンスのためのアンケー
ト」の提出を求め、事前に集約した上で、提示され
た意見・提案について議論しています。また、年度
初めには個別の面談を通じて、職員から意見・要望
を聞き、前年度の反省を踏まえた目標設定を行って
います。更に、法人の費用負担で親睦会が年２回開
催され、インフォーマルなコミュニケーションも大
切にしています。

今後の継続

市で行う合同説明会には必ず参加。横須賀市内
の数少ない小規模サービス事業所で連絡を取り
合い情報交換している。

勤務日数、能力を把握し評価している。また、親睦
会など計画、スタッフ間の交流が出来るよう配慮し
ている。夏祭り、防災など自分たちの力で作り上げ
ていく楽しみ、やりがいを持ってもらえるよう、委
員会を発足、資格支援制度もあり、スキルアップ出
来るような環境づくりをしている。

研修に参加しやすい条件を整え、参加を促し、
ケア向上につなげている。事業所単独の研修や
カンファレンスにて研修を実施している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

利用前の面談にて、不安、要望、主訴を聞きい
れ、安心してサービスが利用出来るよう努めて
いる。毎月の訪問にて本人に再度確認し、安心
してサービス利用してもらう事で信頼関係作り
につなげている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて
いく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

利用前の面談、毎月の訪問で不安、困り事を聞
き入れる。家族からの電話連絡も24時間受け入
れています。

家族、本人の要望飲みを聞き入れるだけでな
く、サービスの見直しを行い、必要な支援が出
来るよう努めている。他サービスに関しても、
必要なサービスなのかを考え、家族、本人と話
し合い、利用の検討をしている。

常に本人の立場になり話を聞き、安心して暮ら
せるよう心がけている。特に独居の方などに
は、困り事、不安があればすぐに連絡を取り、
本人にとって心の拠り所となれるよう努力して
いる。

常に両方の立場に立ち、ケアプランを作成。何
か問題が生じればすぐに訪問し一緒に考え、本
人、家族の絆を大切にしながら、支援方法を共
に考えている。

住み慣れた場所での買い物、昔からかかってい
る近所の個人病院への同行など、住み慣れた場
所との関係が途切れないよう支援している。

居宅介護が中心ですが、ご家族と相談しつつ、利用
者個人別の行事計画を作成し、馴染の人、馴染の場
所と関係が継続できるよう計画に織り込み、外出な
どの支援をしています。また、利用者と家族が接す
る機会や行事を提案し、家族の行事へ行ける機会も
支援しています。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援
に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の
経過をフォローし、相談や支援に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい
る。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め
ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力
等の現状の把握に努めている

テーブル、ソファーなどの置く位置なども考え
ている。テーブルメイト調節も工夫している。

終了後もお手紙や電話でのフォローをしてい
る。相談なども行っている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

生活歴、家での一日の過ごし方を詳しく聞き、
送迎時間など、本人のペースに合わせて決めて
いる。本人本位のサービスが提供できるよう心
がけている。

日常の介護活動の中で、利用者本人の意向、自己決
定を最優先に考え、職員全員が利用者一人ひとりの
思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めていま
す。意向などが伝わり難い人には、表情やしぐさか
ら汲み取る努力をしています。また、ご家族とは連
絡帳を活用したコミュニケーションに心がけていま
す。
その結果を基に、日中の過ごし方、入浴の日時な
ど、本人の意向や希望に合わせて支援しています。

今後の継続

利用前の面談にて、本人、家族から生活歴、一
日の暮し方など聞く。また前任のケアマネー
ジャーからの申し送りなどで情報収集に努め
る。

連絡帳にて、家族から家での状況を記入しても
らい、本人の心身状態を把握し状態に合わせ支
援している。必要に応じては電話連絡し、現状
把握に努めている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に
ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、そ
れぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した
介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援
やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮
らしを楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが
ら、適切な医療を受けられるように支援している

月に1回の訪問、家族、本人の意見を聞く。介
護中や本人の会話の内容からの気づきなどカン
ファレンスでスタッフの意見も含め、介護計画
に取り入れ作成している。

月に１度は管理者がご家族宅を訪問し、利用者の状
況の把握に努めています。介護計画は、３か月ごと
の定期アセスメント、６か月ごとの定期計画見直し
を基本としていますが、モニタリングは毎月行い、
必要都度の計画見直しも重要視しています。介護計
画の策定に当たっては、職員全員によるカンファレ
ンスをベースに、利用者本人、そのご家族のご意見
を伺いながら、より適切な計画を作成しています。
医療面では看護師を通じ、医師との連携を図ってい
ます。

今後の継続

本人にとって重要な事は記録に残し、スタッフ
共有することで現場プランに活かしている。

その時必要な状況なら、臨機応変に柔軟に対応
している。1カ月の計画はありますが必要に応
じて当日の変更など行っている。

住み慣れた地域の民生委員、ご近所の方々の協
力を得て、何かあればすぐ連絡をもらえるよう
な体制が作れるよう努力し、日中家族が不在の
時や独居の方が生活出来るよう支援している。

登録時、本人、家族に決定してもらう。当ホー
ム主治医も希望があれば紹介している。

利用者本人とご家族に相談して、往診医を決めてい
ます。内科医は１か月に２回の往診があり、希望に
より歯科医は月１回の往診、または同行して通院し
ています。看護師は毎週、巡回しています。また、
独居している利用者に対しては、通院のアテンドを
行っています。

今後の継続
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
また、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。又は、そう
した場合に備えて病院関係者との関係づくりを行っ
ている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でで
きることを十分に説明しながら方針を共有し、地域
の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

ホームの看護師は個人記録、申し送りにて情報
交換に努めている。外部の訪問看護師、往診看
護師との情報のやり取りをしている。

早期退院できるよう話し合い、退院後の相談等
行っている。入院時、いつでも受け入れ可能で
あることを伝えている。面会の際、ナースス
テーションに寄り、状況確認をしている。

年に1度必要な、家族、本人の意見を確認、同
意書をとっている。重度化した場合は、医療関
係者、スタッフ、福祉用具の方と話し合い、利
用者、家族の状況など考え、柔軟な支援が出来
るよう努力している。

基本的には看取りは小規模では無いはずですが、重
度化している利用者の場合には年に一度、家族・本
人の意思を確認しています。終末期に差し掛かった
場合には主治医を含めて再度話し合い、今後の方向
性を決めるようにしています。揺れ動く家族の気持
ちにも柔軟に対応し、関係者とのパイプ役となるよ
う努めています。入居する際に、特養、グループ
ホームなどに申込みされる方もあり、また、症状に
よっては病院対応になるので退院後の見守りや特養
待ちの重度のケースでの看取り発生の可能性もあ
り、職員の教育は行っています。

今後の継続

マニュアル作成している。また研修など行って
いる。急変時、事故発生の時、またどんな時、
責任者に連絡するかパウチし見やすい所に貼っ
ている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部
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35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるととも
に、地域との協力体制を築いている

防災委員を設け、月2回防災訓練を行ってい
る。年に1回、消防署の方協力にて、地域の方
や家族にも参加してもらい消火訓練など行って
いる。

法人内に防災委員会があり、事業所もユニット単位
に防災委員を定め、３ヶ月に１回の委員会に参画し
ています。事業所の防災訓練は月に２回各種状況を
想定して行い、年に１度は消防署、近隣地域を交え
て実施し、ＡＥＤの講習会も行っています。災害時
に備えた１週間分の水、食料の備蓄のほか、常備
薬、ロウソク、懐中電灯なども備えています。これ
らの備えについて近隣にも広報し、災害時の利用を
促すと共に、炊き出しの訓練なども行って地域との
協力体制を築いています。また、特に独居者に対し
ては、民生委員の協力を得て、自宅の防災に関する
支援をしています。

今後の継続
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人
ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や
食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

人生の先輩であり、馴染みと慣れの違いがある
事は常にカンファで伝えている。また、排泄、
入浴には十分な配慮をした対応を行っている。

“親しみ”とのバランスにも配慮しつつ、一人ひと
りの人格を尊重するべく、見極めを行い、日常の介
護活動を行っています。
援助時、誘導時などの不適切な言動は、職員同士が
その場で注意し合い、対応しています。個人情報保
護の研修は、年に１回実施しています。特に、個人
情報の外部（関連事業者）への提供に際して、同意
書を取得しています。

今後の継続

常に心がけ、訪問の際などは、どこに買い物に
行くか、何を作ってほしいかなど自己決定でき
るよう働きかけている。また、外食時もメ
ニューから選んでもらうなど自己決定の場を設
けている。

常に心がけ、本人の気持ちやペースを大切にし
ている。お迎えに行き「今日は行きたくない」
と希望があれば無理に誘わず、理由を知り次回
につなげたり、泊まりで戸締りが心配になり一
度戻りたいと言う方には、時間が許される範囲
の中で対応している。
たとえそれが一般的ではなくても否定せず、支
援している。本人の希望する理容室にも同行し
ている。服装選びなど可能な方は自分で選んで
もらっている。

レクリエーションなど食事作りを取り入れてス
タッフ、利用者と一緒に作ったりしている。食
後の片づけ、食器洗い、食器拭きなども参加し
てもらっている。

料理の献立は、職員と利用者で話し合って決める時
もあり、一緒に調理したりしています。食材は利用
者と一緒に買い出しに行き、食事の準備、後片付け
など利用者に手伝ってもらっています。季節に合わ
せた行事食や誕生日会などでは、いつもの食事に変
化をもたせることを心掛け、楽しめるよう工夫して
支援を行っています。また、レクリエーションの一
環として「おやつ作りの日」を設け、利用者と共同
でおやつ作りを楽しんでいます。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じ
た支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人
ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし
ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの
力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの
排泄や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽
しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めて
しまわずに、個々に応じた入浴の支援をしている

家で栄養状態、量、水分など把握に努めてい
る。また、毎月の訪問時必要であれば、助言、
相談などしている。

ホームに来ている時は毎食後実施している。出
来る限り家でも行ってもらえるよう、必要性の
アピール行っている。必要に応じて、歯科往診
の依頼も行っている。

利用者の自宅での排泄習慣やホームでの排泄パ
ターンを把握し、動作、表情からも読み取り、
トイレで排泄出来るよう声かけ、自宅での排泄
状況の話し合いを行い、紙パンツからパットの
みの変更やトイレの改修、福祉用具など使用し
自立支援している。

トイレでの排泄支援を原則に、自立に向けた支援を
行っています。そのために、個々の排泄パターン、
排泄サイクルをしっかり把握し、また行動から汲み
取り、適切に声掛けをすることに心がけています。
また、自宅でも同じパターンで自立支援ができるよ
うに、ご家族との情報共有を図っています。

今後の継続

ホーム、自宅の排便の状況を連絡帳にて把握。
個人の排便ペース、性状を含め観察している。
便の固い方には水分を多く摂ってもらうよう話
したり、主治医または家族に連絡、薬の処方検
討などもしてもらっている。

入浴は本人の希望や体調に合わせ対応。ゆっく
りと入浴できるよう、一人に対しての時間を多
く取っている。訪問サービスの時も希望があれ
ば入浴の支援を行っている。季節に応じて、ゆ
ず湯、菖蒲湯なども行っている。

入浴は、本人の生活パターンや希望、体調に応じて
支援しています。ゆっくりと入浴できるよう、一人
ひとりの入浴時間を多く設けて対応し、入浴前には
バイタルチェックと本人の意向を確認しています。
入浴拒否の強い方には無理強いすることはありませ
んが、状況をご家族に説明し、了解を得るようにし
ています。また、季節の菖蒲湯、柚子湯なども使用
し、入浴を楽しんでもらうよう工夫しています。ま
た、訪問サービス時にも希望があれば入浴支援を行
うなど臨機応変に対応しています。事業所にはリフ
ト浴も設備されています。

今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援し
ている

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人
ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し
みごと、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援に努めている。また、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地
域の人々と協力しながら出かけられるように支援し
ている

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して
おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持
したり使えるように支援している

泊まりの際、家での生活パターン、習慣を把握
し、家で過ごすのと同じ様にテレビを観たりラ
ジオを聞く方はラジオを聞いたりしながら眠っ
てもらっている。

家族より現病を聞き把握、薬の明詳を聞き変更
があれば都度明詳をもらって確認している。

利用前に生活歴や趣味、嗜好を聞き、本人の得
意とする事をレクリエーションなどに取り入れ
たり、また、お手伝いとしてお願いしたりと、
その人が生き生きと過ごせるよう工夫してい
る。

レクリエーションでドライブ、散歩など取り入
れている。月に1回、行事を計画、江ノ島水族
館などに家族にも声をかけ、参加してもらって
いる。ゆりの花全体でバスツアーも年に1度計
画している。本人の希望があれば床屋、買い物
など外出支援を行っている。

利用者は、法人全体で行う家族と一緒の、バスツ
アー、クリスマス会への参加を楽しみにしていま
す。事業所は、居宅介護が中心ですが、希望があれ
ば、毎日、近辺を周回する散歩に出かけます。ま
た、送迎時には希望に沿って、外食や買い物にも外
出支援を行っています。

今後の継続

その人の能力に合わせ支援している。行事の外
出時、お土産を買うなど使用すつきっかけ作り
なども行っている。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）が
ないように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用
者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を
している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し
ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、
本人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

家族や知人とすぐ連絡できるよう携帯を持って
いる人もいる。知人より手紙がホームに届く利
用者様もおり、返事を書くことは難しいため電
話にて連絡している。

温度やテレビの音、太陽の光に気をつけ調節し
ている。毎月利用者の方々と一緒に作った手作
りカレンダーを飾ったり、行事ごとのスナップ
写真を飾ったりしている。

共用空間は、天窓、大きな窓など、自然採光をふん
だんに取り入れた構造で、利用者が安全に移動でき
る動線を考え、また、２４時間換気設備、床暖房な
ども取り入れ、穏やかなBGMが流れ、明るく、安全、
衛生的で、居心地の良い空間づくりがなされていま
す。リビングルームの飾り付けは（調査時）大きな
クリスマスツリーを中心にクリスマス飾り一色で、
季節感、生活感を取り込む工夫をしています。

今後の継続

本人の能力、どこまで出来、何が得意で、何を
すれば本人の力を活かせるのかを考え、スタッ
フで情報の共有し自立して生活出来るよう工夫
している。

ソファーを設置し、一人掛けソファーでは一人
でゆっくりと新聞を読んでもらったり、二人掛
けソファーでは気の合う者同士が座り、お話出
来るよう配慮している。テーブルメイト調整な
ども行っている。

本人用の小型テレビを泊まりの時設置したり、
使い慣れた目覚まし時計を持ってきたりしてい
る。ポータブルトイレ設置希望の利用者様には
泊まりの時準備し、自宅での環境と変わらない
ようにしている。

宿泊室にはエアコンとクローゼット、排煙カーテ
ン、ベッドが設備されています。利用者の宿泊時に
は、宿泊期間に応じて、馴染の用品の持ち込みを可
能にしています。 今後の継続

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



事業所
小規模多機能ホーム

作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1

利用者が地域で暮し続
けるため、地域との連
携した支援が行えてい
ない。

地域と協力して、利用
者が安心して生活出来
るよう支援する。

６か月

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

平成26年12月16日

具体的な取組み内容

目　標　達　成　計　画

目　　標

利用者の地域の民生委
員と連絡をとり体制を
作る。

目標達成に向けた

ゆりの花　南武(小規模)
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